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「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律の点検・検証結果 

（令和２年 11 月 30 日）」に対する提言 

 

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律において、農業の有する多面的機能は「国土

の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承等農村で農業生産活動が

行われることにより生ずる食料その他の農産物の供給の機能以外の多面にわたる機能」と定義され、農

産物の供給の機能と一体のものとして生ずる極めて重要な機能と位置付けられている。このうち自然環

境、特にこれを構成する生物多様性は、国土の保全や水源のかん養などの生態系サービスが十分

に発揮される上で不可欠なものであり、持続的な食料生産の支えともなる基盤的な要素である

（MEA 2005、FAO 2019）。農林水産省生物多様性戦略（農林水産省 2012）においても、農業は「生物

多様性と自然の物質循環が健全に維持されることにより成り立つもの」とされている。 

近年、農地など二次的な自然に生息する多種多様な生物種が環境省レッドリストに掲載され（環境省

2013）、国レベルの農地生態系の評価においても生態系の質や量・農作物の多様性などが、過去 50 年

から現在まで急速に損失していると評価される（環境省 2021）など、日本の農地の生物多様性は顕著に

衰退している。本法律をより適切に運用することによって、この農地生態系の危機的な現状を改善し、農

業の生産性と持続性を両立させ、持続的な地域づくりに貢献し、国民が農地の有する多面的機能のもた
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らす恩恵を十分に享受できる環境を作ることができると、私たちは考えている。 

以上のような問題意識から、2020 年 11 月に公表された点検・検証結果（農林水産省 2020; 以下、

「点検結果」と呼ぶ）および今後の施行方針・制度運用に対する提言を、下記の通りとりまとめた。 

 

記 

 

提言１．多面的機能の発揮促進の十分な効果検証をすべき 

本法律の効果検証においては、多面的機能の発揮が促進されたかを検証することが本来もっとも

重要であり、定量的な効果測定などに基づく点検・検証が必要である。今回の点検結果 P２におい

て「農業の有する多面的機能が適切に発揮されていると評価されている」と記載されているが、この

評価の根拠となる客観的かつ定量的なデータは、過去の第三者委員会も含めほとんど示されておら

ず、本法律の効果検証が十分になされているとはいえない。 

さらに、法改正の要否についても、点検結果 P5 において、本法律に基づく制度を利用してい

る都道府県などでの制度運用状況に関するアンケート結果のみに基づいて「改正不要」と結論付け

られている。 

年間約 1,600 億円もの税金が投じられる施策であり、本法律の本来の目的である多面的機能の

発揮が実質的に促進されたのかどうかを科学的・客観的な根拠に基づいて測定および評価する仕

組みへ改善し、効果の検証結果を国民にわかりやすい形で提示すべきである。 

 

提言２．生物多様性を劣化させる事業への支援を見直し、生物多様性保全活動を義務化すべき 

本法律に基づく多面的機能支払制度において、土水路の U 字溝化・コンクリート化などが広

く行われている実態がある（農林水産省 2018a）。これらの事業は生物多様性の損失につながりうるこ

とが多くの調査研究から明らかになっている（Natuhara 2013、渡部 2014、Katayama et al. 2015 な

ど）。個々の事業が生物多様性へ与える影響を十分に検証・評価し、多面的機能の発揮の促進とい

う本法律の目的から逸脱している事業については支援を見直すべきである。2010 年の第 10 回生物

多様性条約締約国会議で決議された愛知目標においても、目標３に「生物多様性に有害な補助金
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の廃止・改革」が掲げられている。本法律に基づく制度は、農業の基盤である自然環境の保全に資

する活動を支援する制度へと転換すべきである。具体的には、１）水路改修の際に生物の移動・生息

を妨げないような環境配慮型の工法（鬼倉ら 2020）を地域に沿った形で採用する活動の推奨と支援

促進、２）生物多様性保全上の重要度にあわせて工法を選択するしくみ（丹波篠山市 2020）の推

奨、３）環境保全型農業直接支払制度の一部で行われているような保全効果評価のための指標生

物調査のさらなる推奨と汎用化のための技術改善、４）栃木県・滋賀県での制度運用例のような生物

多様性保全活動の支援要件における義務化、５）自然環境の知識を有する者からの助言制度など

の新たな支援の仕組みを導入することが望まれる。 

また、多面的機能支払制度において、大規模水路整備などの工事を外部委託で実施する事例

が多い現状がある（農林水産省 2018a, 2019）。農地における生物多様性は、土手の草刈やため池

のかいぼりなど地域住民を主体としたきめ細やかな伝統的な管理活動によって維持されてきた。そ

れぞれの土地の伝統的管理や自然環境を十分に考慮しないような外部委託事業が増大すれば、生

物多様性のさらなる劣化が危惧される。また、外部委託の増大は、地域の共同活動で行われてきた

伝統的な管理活動への支援に割く予算の減少につながりかねず、制度の対象を「地域住民による

共同活動により営まれる農用地の保全に資する各種の取組」としている法律の趣旨からも外れること

となる。外部委託のあり方をより良い形に転換するとともに、法律や多面的機能支払制度の趣旨の普

及や各地の優良共同活動の事例の広報をさらに進めるべきである。 

 

提言３．自然環境や生物多様性の保全機能の向上に資する活動の支援を増やすべき 

世界的な潮流の中で国民の環境意識が高まり、農林水産省生物多様性戦略が策定されているに

もかかわらず、本法律に基づく３つの支払制度の中でも生物多様性の保全に最も寄与しうると期待さ

れる環境保全型農業直接支払制度の予算は著しく少ない（点検結果 P5）。生物多様性保全のさら

なる推進のために、当該予算を拡充すべきである。また、支援の対象となる生態系保全活動の種類

を全都道府県で増やして活動の選択肢を広げ、多様な生物多様性保全活動が広く全国で取組まれ

るように改善すべきである。 

また、多面的機能支払制度においても、生態系保全などの農村環境保全活動が支援の対象とな
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っているものの、資源向上支払（共同活動）に取組む組織における農村環境保全活動の内訳は、

「景観形成・生活環境保全」に取り組む組織が全体の９割に及び、「生態系保全」に取り組む組織は

３割と少ない（農林水産省 2018b）。「生態系保全」活動を増やすために、加算措置の見直しなど支

援の方法を改善すべきである。 

 

提言４．生物多様性に詳しい専門家・NGO も制度設計や見直しに参画させるべき 

本法律の点検にあたって、農業団体関係者との意見交換は多数実施されてきたが、環境 NGO

との意見交換の場はほとんどなかった。本法律が目的とする自然環境保全、特に生物多様性保全

に貢献する制度とするために、検討会への参加や意見交換の場を設定するなど、生物多様性に詳

しい専門家・NGO も制度の設計・見直しに参画させるべきである。 

以上 
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